
関東大崎会の皆さんが
大崎町へツアーで訪れました

有害鳥獣の鎮魂と安全祈願祭を
野方猟友会が実施しました

　10月５日（土）、関東にお住まいの大崎町に
縁がある方々で成る『関東大崎会』の皆さんが
大崎町を訪れ、同日開催された『野方ふれあい
ふるさと祭り』へ参加されました。
　今年新たに関東大崎会の会長に就任した北
村さんは「私は野方の出身なので、ふるさと祭
りに参加でき大変嬉しく思います。いつまで
も元気な大崎町であってほしいです。」と嬉し
そうに感想を述べられました。

　10月26日（土）、福岡集落にある鳥獣慰霊
塔において、野方猟友会の皆さんが有害鳥獣
の鎮魂と会員の安全を祈願しました。
　これは有害鳥獣として狩猟したイノシシや
アナグマ等の鎮魂と11月から解禁となった猟
期中の会員の安全を合わせて祈願することを
目的に行ったものです。
　野方猟友会の上中誠会長は、「猟は危険な作
業でもあるので会員の安全を祈願しました。」
と述べられました。

　10月６日（日）、町中央公民館において、『大崎中学
校吹奏楽部第６回定期演奏会』が開催され、多くの来
場者で賑わいました。
　演奏会では、吹奏楽部26名がコンサート形式で曲
を演奏し、特にコンクールで金賞を受賞した『アベー
ジュ・アルカンシェル』が演奏されると大きな歓声があ
がりました。他にも、ソロパートや歌、ダンス、大崎
中の先生方によるパフォーマンスも披露されました。
　最後には、顧問の肝付先生から３年生全員にメッ
セージが送られ、会場は感動に包まれ、演奏会は幕を
閉じました。

感動の音楽を皆さんへ
大崎中吹奏楽部が恩返しの演奏会
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